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岩手県 北上地域エサ米研究会

対象畜種

豚、採卵鶏

協議会構成員

アイ・ティー・エスファーム（株）、（株）ユキザワ、
（株）シムコ、（有）ふなばやし農産、太平洋ブリーディ
ング、（有）ハイランド牧場、花巻農業協同組合、伊藤
忠飼料（株）、東北農業研究センター、北上市、県南広
域振興局北上総合支局、中央農業改良普及センター

飼料用米生産面積

24.8ha

供試品種

どんぴしゃり　22.5ha
ふくひびき　　 2.3ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆飼料用米生産者が個別施設で乾燥・調製を行い、ＪＡ
倉庫に出荷。
◆ＪＡ倉庫でフレコン保管
◆ＪＡ倉庫から伊藤忠飼料（株）八戸工場までの輸送は
ＪＡが手配した運送会社が運搬
◆参考　飼料米生産ほ場のうち約13haにおいて、わら
を飼料用に収集し、肉用牛肥育経営に供給した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：豚　配合飼料に10％配合。
肥育豚に対して肥育後期60日間給与。

採卵鶏　配合飼料に10％及び60％配合。
成鶏期に給与

調査項目：豚　嗜好性、肥育状況、枝肉成績等
…通常の配合飼料と差は見られない。

採卵鶏　嗜好性、卵質、産卵率
…通常の配合飼料と差は見られない。

卵黄色…レモンイエロー色に変化。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米を給与した豚は、「奥州豚」の商品名で、コ
ープ東北サンネット事業連合等で販売開始
◆飼料用米を給与した卵は、「稲穂の恵み」の商品名で、
みやぎ生協等で販売開始

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥･調製、輸送とも問題なく、計画どおり実施できた。
■飼料用米生産者からのＪＡ倉庫搬入の荷姿がフレコ
ン、紙袋双方有り、ＪＡの対応が大変だった。
■乾燥・調製はＪＡ施設で一元管理で行い、農家の作業
負担の軽減する必要がある。
■常温倉庫に保管しているが、夏場の品質低下が心配。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■豚、採卵鶏とも従来の配合飼料と同等の給与成績が得ら
れた。

3．普及活動について、次のことがわまかりした。

■国産の飼料の給与による特徴のある商品として、販売を
始めることができた。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■平成21年度は飼料用米の作付面積を49haに拡大し、
取組を継続する。
■乾燥・調製は、飼料用米生産者の個別実施から、ＪＡ施
設で一元的に実施する体制に変更する予定。

ＪＡいわて花巻北上地域営農センター営農振興課
小原　恵真


